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 2004年から 2011年までに OSCCと診断され、術前治療として CRTを行い、CRT
前後に FDG-PET検査を施行した 45症例を対象としている。FDG集積を SUVmaxで
評価し、CRT 前の SUVmax 値(Pre-SUV)、CRT 後の SUVmax 値(Post-SUV)、SUVmax
減少率(ΔSUV%)と術前生検組織の免疫組織学的所見（Ki67, HIF-1α）ならびに
手術摘出標本の病理組織学的所見との関連性を検討している。 
 その結果、Pre-SUV に比較して、CRT 後に Post-SUV は有意に低下すること、
pCR 症例では非 pCR 症例に比較して、Pre-SUV と Post-SUV はともに有意に低値
であり、ΔSUV%は有意に高値であることを明らかにしている。さらに、術前生
検標本における Ki67 および HIF-1αの発現は Pre-SUV と有意の相関を示し、非
pCRの症例では pCRの症例に比較して有意に高発現であることを確認している。 
 以上のことより、OSCC 患者に対する術前 CRT の治療効果の予測や判定に
FDG-PET 検査は有用であることが明確に示されており、今後の OSCC 患者の治療
方針の決定に重要な方向性を与えるものと考えられ、有意義な研究と評価され
る。 
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